
執筆要項

 1  原稿は，汎用のソフトウェア（MS-Word等）を用
いて，標準的なフォント（MS明朝，MSゴシック等）
で作成してください．用紙は A4 判，余白は左右上下
25mm程度，本文の文字の大きさは 12 ポイントとし
てください．原稿の字数は，末尾の「論文の種類と文
字数」を順守ください．

 2  図・表は，本文とは別ファイルとし，PowerPoint，
Excel，JPEG形式等を用いて作成してください．原
稿，図，表のファイルのサイズは原則として計 10MB
以下としてください．

 3  日本語および外国語の表記は，原則として，下記に
準じてください．
① 常用漢字，現代かな遣いを用いてください．医学
用語は，日本医学会医学用語管理委員会編「医学用 
語辞典　英和　第3版　Japan Medical Terminology」
（南山堂 2007 年）および各学会編集の用語集に準じ
ます．

② 数字は算用数字を用いてください．
③ 日本語化している外国語は，原則として日本語を
用いてください．

④ 人名，地名などは，原語で記載してください．固
有名詞，ドイツ語名詞の頭文字は大文字とします．
原語表記を必要とする一般語彙は，小文字を用いて
ください（ただし，文頭の単語は頭文字を大文字と
します）．

⑤ 薬品名は一般名を用いてください．商品名が必要
であれば，一般名の後に（……®）と併記してくださ 
い［例：マレイン酸チモロール（チモプトール ®）］．

 4  原稿は，以下の（1）～（6）から構成されます．原稿
の１ページ目はタイトルページとし，下記の（1）～（5）
の区分ごとに新しいページで書きはじめてください．
ページ番号は原稿の下中央に配置してください．原稿
の各部分は，以下の諸点に留意して作成してください．
（1）タイトルページ
（2）和文要約，英文要約，キーワード
（3）本文
（4）文献

（5）図の説明文
（6）図（写真を含む）・表

（1）タイトルページ
下記項目を記載してください．
① 論文標題，簡略標題，著者名および所属名（正式
名称）

   いずれも和文と英文の両方を記載してください．
共著者の所属が複数の場合，著者名および所属名の
右肩に片括弧付きの番号などを付記してください．
② 論文種別
③ 別刷請求先（連絡先住所／所属名／氏名／ Eメ
ールアドレス）
④ 著者校正宛先（連絡先住所／所属名／氏名／電話
／ Eメールアドレス）
⑤ 利益相反　
   投稿する論文の内容で，特定会社等と著者の間に
営利的あるいはそれに類似した関係が成立する場合
は「利益相反あり」と明示し，その内容も併せて記
載してください．成立しない場合は「利益相反なし」
と明示してください．
⑥ 目次用要約　　
   最下段に 80 字以内で要約を記述してください．

（2）和文要約，英文要約，キーワード
原著，総説，短報，活動報告は，和文要約，英文要約
およびキーワードが必要です．和文要約は 600 字以内，
英文要約は 300 語以内で，原則として，目的・方法・結
果・結論などに分けて記載してください．和文・英文要
約の内容は異ならないようにしてください．キーワード
は和文，英文とも５個以内で，それぞれの要約の下に記
載してください．
（3）本文
① 原則として，以下の項目順に記述してください．
  原著の場合：Ⅰ．緒言，Ⅱ．方法，Ⅲ．結果，Ⅳ．考察
  短報，活動報告の場合：上記項目に準じて記述して
ください．
② 各項目内での細区分には，1．，1）を用いてくだ
さい．
③ 略語は初出時に正式名を書き，それに続いて略語
を括弧内に示してください．



④ 略語の使用は最小限としてください．
⑤ 図と表の番号は，「図 1，図 2，表 1，表 2，……」
と表記してください．

⑥ 文献の引用は，該当箇所の右肩に，「文献」の番
号を片括孤でくくって示してください．

  （例）……の報告 1），……の報告 2, 3），……の報告 4-7）

（4）文献
① 本文中に引用した文献を，引用順に番号とともに
記載してください．

② 著者名は全員を書いてください．ただし，著者数
が 7名以上の場合には筆頭から 6名までを列記し，
それ以後は「，他」，「，et al.」としてください．

③ 外国人著者名の表記は，名字（ファミリー・ネー
ム）を先頭に，ミドル・ネームやファースト・ネー
ムはイニシャルに略し省略のピリオドはつけずに記
してください．

④ 欧文の雑誌および単行本では，雑誌名および書名
はイタリック体で表記してください．

⑤ 発行年は西暦で表記してください．
⑥ 未発表の成績は印刷中の論文のみを（印刷中）と
して引用することができます．掲載予定証明書のコ
ピーを添付してください．

ア　雑誌の場合
  著者名：論文標題．雑誌名 巻数：初頁 -終頁，発行年．
  著者名と論文標題は，原文のとおり記載してくださ
い．雑誌名は，邦文誌の場合は医学中央雑誌に，欧
文誌の場合は Index Medicusに示された略称を用
いてください．

  記載例：
  奥山絢子，武村雪絵，片岡淳：看護部長のがん看護
の質の評価に関する認識．医療の質 ･安全会誌 19：
3-13，2024．

  Kotronoulas G, Connaghan J, Grenfell J, Gupta 
G, Smith L, Simpson M, et al.: Employing patient-
reported outcome (PRO) measures to support 
newly diagnosed patients with melanoma: 
Feasibility and acceptability of a holistic needs 
assessment intervention. Eur J Oncol Nurs 31: 
59-68, 2017.

イ　単行本の場合
  著者名：書名．出版社名，発行地名，初頁 -終頁，
発行年．

  記載例：
  中島和江：レジリエント・ヘルスケア入門．医学書

院，東京，41-58，2019．
  Kohn LT, Corrigan JM, Donaldson MS: To Err is 

Human. National Academy Press , Washington 
D.C., 17-25, 1999.

  分担執筆による単行本の場合
  著者名：論文標題．編者名：書名．出版社名，発行
地名，初頁 -終頁，発行年．

  日本語の単行本で，編者のある場合には編者名の後
に（編）：を書いてください．外国語の単行本で，
編者のある場合には編者名の前に In: を，編者名の
後に (Edまたは Eds): を書いてください．

  記載例：
  宮澤潤：医療安全に関わる法律の概念，飯田修平
（編）：医療安全管理テキスト［第 4版］．日本規格
協会，東京，21-24，2019．

  Tanabe K: Design of Clinical Trials. In: Souba 
WW, Wilmore DW (Eds): Surgical Research. 
Academic Press, New York, 115-125, 2001.
ウ　インターネットから引用する場合
  著者名：標題［Internet］．公表元名称，入手先URL 
（閲覧日）

  科学技術情報流通技術基準委員会：科学技術情
報流通技術基準 SIST 02-2007 参考文献の書き方
［Internet］．科学技術振興機構，入手先：http://
jipsti.jst.go.jp/sist/pdf/SIST02-2007.pdf.（閲覧日：
2019 年 1月 22 日）

  Patrias K. Wendling DL, technical editor: Citing 
medicine: the NLM style guide for authors, 
editors, and publishers, 2nd ed. [Internet]. 
National Library of Medicine (US), Available 
from: http://www.nlm.nih.gov/citingmedicine. 
（accessed: 2019 Jan 22）

（5）図の説明文
図の説明文は，図とは別に文献の後に「図の説明文」
として記載してください．タイトルおよび説明文は内容
が容易に理解できるように，日本語で簡潔明確に書いて
ください．図の中のシンボル，矢印，略語などについて
も説明してください．図が英語で作成されている場合は，
図のタイトル部は英語で記載することが可能です．
（6）図（写真を含む）・表
① 図・表にはそれぞれアラビア数字で通し番号（例：
図 1，表 1）を付けてください．
② 図・表の中の文字は，原則として日本語を用いて
ください．ただし，英語による作成が適当である場



合はこれを認めます．同一論文内では日本語または
英語のいずれかに統一して作成してください．図・
表の中の線（直線，曲線など），文字，数字，記号
などは，縮小印刷した場合にも判読可能な大きさと
してください．

③ 表の表題（タイトル）は表の上部に，記号や略語，
統計分析結果などの説明は，表の下部に脚注の形で
記載してください．

④ 図・表の本文への引用は，「図 1，図 2」，「表 1，表 2」

論文の種類と文字数

種　類 内　　　容 　文字数＊＊

原　　著＊ 医療の質・安全学の発展に貢献する研究論文であり，新規性（新たな知見），客観性（体
系的な手法），有用性を持つもの 14,000 字以内

総　　説＊ 医療の質・安全学に関わる特定のテーマに関して，学術的知見・論文を総括し，概
説・考察したもの 10,000 字以内

短　　報＊ 原著と同じ性格だが，速報性があるもの 3,000 字以内
活動報告＊ 医療の質 •安全に関する実践・研究に貢献する活動報告など 10,000 字以内
資　　料 医療事故調査制度や医療事故情報収集等事業などの調査報告書，ガイドラインなど 原則 10,000 字以内
会員の声 掲載論文に対する意見等 3,000 字以内

そ の 他
医療の質・安全学の発展に貢献しうるその他の寄稿（新着情報，海外論文紹介，書
評，学会・研究会案内，論説，特集，年次学術集会報告，海外研修報告，医療の質
•安全に関する提案・提言，等）

3,000 字以内（編集委員会の
判断で調整する場合がある）

＊は査読の対象となり，和文および英文要約を必要とする．和文要約は 600 字以内，英文要約は 300 語以内を目安とする．
＊＊文字数には，本文，文献，図表を含む．
図表 1枚は 500 字として換算する．

のように，該当文章末尾に示してください．
⑤ 図・表は原則としてモノクロ印刷を前提として作
成してください．カラー印刷は別途料金がかかりま
す．
⑥ 患者の写真を用いる場合は，個人が特定できない
ようにトリミングまたはマスクを工夫してください．
⑦ 他誌に発表された図・表を転載する場合には，あ
らかじめ著作権所有者の許可を得て，使用許可書の
コピーを添付してください．


